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9 月のグリーン回復期は根作り優先で！ 
   

酷暑の夏を乗り越え、やっと９月を迎えました。この時期は、葉勢回復に注力して下さい。

草勢回復は、地上部（葉）ではなく地下部（根作り）を意識した施肥管理を心掛けて下さい。

回復期（スタート）の管理によって、秋以降の生育が大きく左右されます。 

 

１．ベントグリーン 

生育のスタート時期です。スタートダッシュは大切ですが、初期にチッソ主体で生育させる

と地上部優先の生育となり、根の生育が悪くなります。 

 ◎施肥 

・芝の生育が良い場合（根づくり→チッソ補給） 

① マイクロマグホスを 30g/㎡施肥 

② １週間後にマイクロパワーやグリーンステージ30をチッソ成分で1～1.5g/㎡程度施肥 

 ・芝の生育が悪い場合（生育の回復と根作り→チッソ補給） 

① アミシャワーを 1g/㎡施肥 

② 続いてマイクロマグホスを 30g/㎡施肥 

③ ４日間隔でアミシャワーを 1g/㎡を施肥 

④ 生育が良くなってきたら、マイクロパワーやグリーンステージ 30 をチッソ成分で 1～

1.5g/㎡程度施肥 

◎更新作業 

  新根の発生を確認してから行って下さい。 

生育が順調だと、西南暖地の平地で８月下旬から新根が発生していますが、慌てずに計画し、 

  芝の状態によって、タインの大きさや種類を適宜考えて下さい。 

迷う場合は、ひと先ずムクタインを使用して下さい。 

まだまだストレス耐性が高い時期ではありませんので、コアリングを行う場合のスイ－パー

は、小型の機械で行い、砂のすり込みには注意をして下さい。 

  

〔更新作業時の施肥〕 

① マイクロパワー（グリーンステージ 30）をチッソ成分で 1～1.5g/㎡施肥 

② ４日後にエアレーションの実施 

③ 目砂前にマイクロマグホス 30g/㎡、ネガアップ 20g/㎡を施肥 

 

２．コウライグリーン 

 コウライ芝のエアレーションは、降雨にも左右されますが、しっかり土壌に水を持った後の

8 月下旬～９月上旬頃が適期です。気温が低くなるとコアリングの穴が埋まらないので注意

が必要です。施肥に関しては、上記〔更新作業時の施肥〕同様に施肥をして下さい。 
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